Personality in Struggle and the University Problems :  How should We read and understand Max Weber’s lecture on  “Science as a Vocation” by 野﨑, 敏郎
《闘争する人格》と大学問題（1）
──『職業としての学問』をいかに読むか──
野 﨑 敏 郎







































































































































































































































対 13の僅差で新学部の設置が決定される（Engelhardt u. Decker-Hauff 1963 : 30-44, 115-
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力したのが，プロイセン文部省の高等教育・科学・医学担当局長であったアルトホフであるこ

















































解明した（野﨑敏郎 2011 : 18～37頁）。この体験からヴェーバーが得た教訓は，ドイツ各支
邦の文部行政担当省とどのような関係を築くかである。ヴェーバーは，『職業としての学問』
のなかで，教授候補を政府に推薦する学部と，その推薦を参考にしながら教授を任命する文部






















































（1908年 9月 20日，Dreijmanis 2010/12 : 73-77）および雑誌論説「大学の教職の自由」































の負託に応えうる人材を養成するための条件だと主張した（野﨑敏郎 2016 : 79頁）。これに
たいして，ヴェーバーは，そもそもドイツの大学に「教職の自由」という名に値するものはな
いと主張し，ドイツにおける「学問の自由」は，政治的・宗派的参内資格の範囲内にしか存立
していないと断ずる（Dreijmanis 2010/12 : 74, 77）。しかも，既述のように，経済学領域が，
もともと国家的要請につねに左右されてきており，また帝政期ドイツの各支邦が経済学領域を
重視しているため，まさにその経済学領域において，ドイツの大学の「自由」の問題性が顕在
























題へと繋がっていくのである（野﨑敏郎 2011 : 244～245頁）。
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図 1 シュタイニッケ書店付設ホール（Akademie Aktuell, 01-2014 : 41）
ゲオルク・C・シュタイニッケの回想によると，彼が書店の古い社屋の大規模な改修（あるいは建て





レーヴィットは，このホールの収容人数を「約 150人」としている（Löwith 1988 : 424）。この写真















































































































































































































Wer dies Schicksal der Zeit nicht männlich ertragen kann, dem muß man sagen : Er
kehre lieber, schweigend, ohne die übliche öffentliche Renegatenreklame, sondern
schlicht und einfach, in die weit und erbarmend geöffneten Arme der alten Kirchen
zurück. Sie machen es ihm ja nicht schwer. Irgendwie hat er dabei - das ist unver-
meidlich - das „Opfer des Intellektes“ zu bringen, so oder so. Wir werden ihn darum
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nicht schelten, wenn er es wirklich vermag.





































































































































証を終え，完全に解明した（野﨑敏郎 2011 : 126～167, 172～175頁）。
⑵ ヴェーバーは，『ロッシャーとクニース』のなかで，ラウをクニースの「前任者」と誤記してい
る（WL 6 : 2）。この記述が誤っていることはすでに指摘した（野﨑敏郎 2011 : 345～346頁）。
1897年に，ヴェーバーは，ラウとクニースが「相前後して（nach einander）」ハイデルベルク大























きず，彼を，たんに夫に便宜を図ってくれる親切な老人とのみみなしている（野﨑敏郎 2011 : 349
～350頁）。こうした彼女の迷妄に引きずられて，従来は，ヴェーバーとバーデン政府との関係は
















学が必要とする資金を奴から全然分捕ることが〔でき〕ない」（Dreijmanis 2010/12 : 126）。
⑺ こうした論点についてはすでに立ちいって論及した（野﨑敏郎 2011 : 317～320頁）。
⑻ たとえば『支配の社会学』におけるベッカー参照をみよ（MWGI/22-4 : 392, 430 f.）。
⑼ ハンブルクを去るにあたって，ベッカーは，1913年 8月 6日付で市長ヴェルナー・フォン・メ
ッレに宛てて長文書簡を書き，そのなかで，みずからを「大学理念の開拓者（ein Vorkämpfer der








については，すでに指摘し，それがどういう性質の誤謬なのかも解明した（野﨑敏郎 2011 : 37～
39, 78～81, 97～98, 121, 126, 148～149, 158, 172～175, 204, 205～206, 222～223, 228～229,




一貫した結論」を確保することができたと評し，その営為を称えている（MWGI/15 : 97 f.）。
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